
は，毎年少しづつ増加しているが，これも私立大学の

収容者数の増加によるもので，必ずしも公立学校の設

備拡充によるものではない。

５　幼稚園と各種学校

・増える幼稚園園児　　幼児教育が大切なことが認識

され，最近では幼稚園に通園する幼児が毎年多くなっ

ている。その状況は図5-47で表わされているが，大

体幼児４人に１人め割合で幼稚園に通園していること

になる。なお，幼稚園はすべて私経営のもので公立の

ものは1力所（定員50名）しかない。

・多い予備校生と和洋裁学校　　また，特殊技能や趣

味，教養を高めるために設けられた学校かおり，毎年

平均したのびを示している。昭和36年のこれら各種学

校の在学者数は２万６千930名である。このなかで予

備校の生徒数が一番多く7千162名で，このほかに語学

課程2,470名のなかのほとんどが受験を目的とした生

徒であろうから，約35％がこれら受験生で占めて受験

地獄の一端をみせている。

つぎに多いのが和裁，洋裁，料理など花嫁修業の生

徒が多く，7千466名で，次に職業，技能を修得するた

めのものが多く，自動車学校802名，工業641名，看

護婦養成206名，となっている。また，横浜で特色が

あるめは,外国人学校で,2,524名の在学者がある。

6．文化と娯楽のための施設

　横浜の文化施設といった場合，まず文句なしに目に

つくのは施設そのものの貧弱さはともかくとして，数

的にみてもはなはだ少ないということである。

１　図書館と博物館

・貧弱な博物館　　図書館，博物館などについてみて

も，表5－44が６大都市の比較をしたものであるが，

神戸市とならんでその貧弱さはまぬがれない。数でこ

そ13ヵ所と６大都市のなかで一番多いが，これは民間

の篤志家がつくった児童図書館が入っているからであ

り，市立図書館と県立図書館のほかは，規模も小さく

どうのこうのというものではない。また博物館も数で

こそ9ヵ所あるが，博物館法で博物館としで登録され

ているものは，金沢文庫と先年完成された横浜海洋博

物館の２ヵ所だけで，野毛山の動物園でさえ博物館に

相当する施設として，文部大臣から指定されているだ

けである。

２　その他文化施設

・市民の文化活動と施設の不足　　けれども，施設め

まずしさを博物館の数で東京や大阪，京都とくらべて

も意味がない。これらの都市は，それぞれ東西の文化

表5-44　図書館，博物館の６大都市比較(昭和37年)
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の中心地であって，それぞれ古い歴史をもっているの

であり，すべて東京依存の強い，また都市としての歴

史の浅い横浜とくらべることはできない。しかし横浜

にも古書珍籍を集めて全国的に有名な金沢文庫や，重

要建築物を日本式庭園に配置した三渓園などをはじめ

国宝3，重要文化財55などの文化遺産をうけついでい

る。

　これら文化的遺産の貧しさは，やむをえないとして

も，市民の文化的欲求をみたし，活動のための場所は

いたって少ない。昭和29年に県立音楽堂が建設される

までは横浜には本格的に音楽を聞ける施設がなかった

といってもよい。その後青少年ホール，文化体育館が

設けられているが，これらが市民の文化活動を充足し

ていないことは，県立音楽堂の日程表が物語ってくれ

る。

　横浜は「横浜交響楽団」やいろいろのコーラスグル

ープあるいは演劇団体などをはじめ，美術，文学など

表5-45　　文化体育活動施設の状況（昭和37年）

210　　生活環境

広い分野にわたり，市民の創造的文化活動が活ぱつに

行なわれており，そのなかのいくつかは全国的にも有

名なものである。このように芸術を観賞するという受

け身の活動から，積極的に文化をつくりだし，横浜の

文化水準をたかめているにもかかわらず，施設不足に

よって足をひっぱられ，またこれが市民的な規模にま

で広がっていくための妨げとなっている。とくに美術

関係者から展示会場を含む美術館の建設が要望されて

おり，また，今後これら文化，芸術活動のための施設

はだんだん整えられていくだろう。しかし，これが中

区中心，既成市街地中心にかたよらならないよう地域

毎に計画性をもって，整備される必要があろう。

・ほしい公会堂や体育施設　　このような施設の不足

は，体育施設や青少年活動のため施設，公会堂等にお

いても同様である。表5－45は，市内各区の公会堂，

青少年の家，市が経営している体育施設の状況を示し

たものである。公会堂は，ここ２～３年に急速に整備

され，各区に大体1ヵ所設けられているが，金沢，戸

塚の両区にはまだ設置されていない。その他体育施設

もすべて公園の中に含まれているもので，それ自体と

しては問題はないが，文化体育館のように体育向上を

表5-46　6大都市娯楽施設の状況（昭和37年）



目的とする施設や気がるに利用できる卓球場，青少年

りためのレクリエーション施設，あるいは散歩のため

の公園，緑地帯が市の中心部にかたよることなくもっ

とたくさんあってもよい。

３　市民の娯楽施設

・娯楽施設は他都市なみ　　つぎに市民の娯楽施設は

どうなっているだろうか。施設１店あたりの人口から

みていくと，この面では文化施設が非常に見劣りした

のと対称的に，他都市と比較しても劣っているとは思

えない。施設１店当りの人口割合でパチンコ，マージ

ャンなどの遊技所の比較をしてみると，横浜は大阪，

名古屋と伺じく１店当り4,000人台で，京都，神戸が

人口割では一番施設の数が多く，東京はほぼ中位で１

店当り3,200人となっている。また，映画館も，東京

大阪をのぞけば大体他都市なみの施設割合を示してい

る。現在，映画館は，市内に77ヵ所あるが，毎年そ

の数は，へっている。テレビの影響により毎年入場者

がへっているとはいえ，それでも年間１人当り9.1回

映画をみており，市民の娯楽のなかで大きな割合を占

めているといえよう。（表5－46）
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